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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成24年8月9日(2012.8.9)

【公表番号】特表2011-528354(P2011-528354A)
【公表日】平成23年11月17日(2011.11.17)
【年通号数】公開・登録公報2011-046
【出願番号】特願2011-518807(P2011-518807)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 401/04     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4709   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  31/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ 401/04    ＣＳＰ　
   Ａ６１Ｋ  31/4709  　　　　
   Ａ６１Ｐ  31/04    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成24年6月25日(2012.6.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（３Ｓ，５Ｒ）－７－［３－アミノ－５－メチル－ピペリジニル］－１－シクロプロピ
ル－１，４－ジヒドロ－８－メトキシ－４－オキソ－３－キノリンカルボン酸のリンゴ酸
塩。
【請求項２】
　前記リンゴ酸および前記（３Ｓ，５Ｒ）－７－［３－アミノ－５－メチル－ピペリジニ
ル］－１－シクロプロピル－１，４－ジヒドロ－８－メトキシ－４－オキソ－３－キノリ
ンカルボン酸の比が１：１である、請求項１に記載の塩。
【請求項３】
　前記塩が水和物の形態である、請求項１または２に記載の塩。
【請求項４】
　前記塩が、（３Ｓ，５Ｒ）－７－［３－アミノ－５－メチル－ピペリジニル］－１－シ
クロプロピル－１，４－ジヒドロ－８－メトキシ－４－オキソ－３－キノリンカルボン酸
のリンゴ酸塩０．５水和物である、請求項３に記載の塩。
【請求項５】
　前記リンゴ酸が、Ｄ－リンゴ酸である請求項１～４のいずれか１項に記載の塩。
【請求項６】
　前記リンゴ酸が、Ｌ－リンゴ酸である請求項１～４のいずれか１項に記載の塩。
【請求項７】
　前記リンゴ酸が、Ｄ，Ｌ－リンゴ酸である請求項１～４のいずれか１項に記載の塩。
【請求項８】
　（３Ｓ，５Ｒ）－７－［３－アミノ－５－メチル－ピペリジニル］－１－シクロプロピ
ル－１，４－ジヒドロ－８－メトキシ－４－オキソ－３－キノリンカルボン酸のリンゴ酸
塩および製薬上許容されるキャリヤを含む薬剤組成物。
【請求項９】
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　（３Ｓ，５Ｓ）－７－［３－アミノ－５－メチル－ピペリジニル］－１－シクロプロピ
ル－１，４－ジヒドロ－８－メトキシ－４－オキソ－３－キノリンカルボン酸のリンゴ酸
塩をさらに含む請求項８に記載の薬剤組成物。
【請求項１０】
　前記（３Ｓ，５Ｒ）－７－［３－アミノ－５－メチル－ピペリジニル］－１－シクロプ
ロピル－１，４－ジヒドロ－８－メトキシ－４－オキソ－３－キノリンカルボン酸のリン
ゴ酸塩および前記（３Ｓ，５Ｓ）－７－［３－アミノ－５－メチル－ピペリジニル］－１
－シクロプロピル－１，４－ジヒドロ－８－メトキシ－４－オキソ－３－キノリンカルボ
ン酸のリンゴ酸塩の比が１：１である請求項９に記載の薬剤組成物。
【請求項１１】
　細菌感染症を治療するために使用される請求項８～１０のいずれか１項に記載の薬剤組
成物。
【請求項１２】
　前記細菌感染症が、黄色ブドウ球菌（Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）
、緑膿菌（Ｐｓｅｕｄｏｍｏｎａｓ　ａｅｒｕｇｉｎｏｓａ）、肺炎連鎖球菌（Ｓｔｒｅ
ｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ）、大便連鎖球菌（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｆａｅｃａｌｉｓ）、エンテロコッカス・フェシウム菌（Ｅｎｔｅｒｏｃｏｃｃｕｓ
　ｆａｅｃｉｕｍ）、インフルエンザ菌（Ｈａｅｍｏｐｈｉｌｕｓ　ｉｎｆｌｕｅｎｚａ
ｅ）、大腸菌（Ｅｓｃｈｅｒｉｃｈｉａ　ｃｏｌｉ）、または淋菌（Ｎｅｉｓｓｅｒｉａ
　ｇｏｎｏｒｒｈｏｅａｅ）の感染症である請求項１１に記載の薬剤組成物。
【請求項１３】
　前記細菌感染症が、メチシリン耐性黄色ブドウ球菌（ｍｅｔｈｉｃｉｌｌｉｎ－ｒｅｓ
ｉｓｔａｎｔ　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、メチシリン耐性表皮ブ
ドウ球菌（ｍｅｔｈｉｃｉｌｌｉｎ－ｒｅｓｉｓｔａｎｔ　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕ
ｓ　ｅｐｉｄｅｒｍｉｄｉｓ）、キノロン耐性黄色ブドウ球菌（ｑｕｉｎｏｌｏｎｅ－ｒ
ｅｓｉｓｔａｎｔ　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、排出関連メチシリ
ン耐性黄色ブドウ球菌（ｅｆｆｌｕｘ－ｒｅｌａｔｅｄ　ｍｅｔｈｉｃｉｌｌｉｎ－ｒｅ
ｓｉｓｔａｎｔ　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、ヘテロバンコマイシ
ン低感受性黄色ブドウ球菌（ｈｅｔｅｒｏ　ｖａｎｃｏｍｙｃｉｎ－ｉｎｔｅｒｍｅｄｉ
ａｔｅ　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、バンコマイシン低感受性黄色
ブドウ球菌（ｖａｎｃｏｍｙｃｉｎ－ｉｎｔｅｒｍｅｄｉａｔｅ　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏ
ｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、バンコマイシン耐性黄色ブドウ球菌（ｖａｎｃｏｍｙｃｉｎ
－ｒｅｓｉｓｔａｎｔ　Ｓｔａｐｈｙｌｏｃｏｃｃｕｓ　ａｕｒｅｕｓ）、ペニシリン耐
性肺炎連鎖球菌（Ｐｅｎｉｃｉｌｌｉｎ－ｒｅｓｉｓｔａｎｔ　Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃ
ｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ）、フルオロキノロン耐性肺炎連鎖球菌（ｆｌｕｏｒｏｑｕ
ｉｎｏｌｏｎｅ－ｒｅｓｉｓｔａｎｔ　Ｓｔｒｅｐｔｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉ
ａｅ）、または多剤耐性肺炎連鎖球菌（ｍｕｌｔｉ－ｒｅｓｉｓｔａｎｔ　Ｓｔｒｅｐｔ
ｏｃｏｃｃｕｓ　ｐｎｅｕｍｏｎｉａｅ）の感染症である請求項１１に記載の薬剤組成物
。
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